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小江戸ペイの活用・発展を
公明党 須 藤 直 樹
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問将来的に、プレミアム付電子商品券「小江戸ペイ」に
ついて、地域経済の活性化や地域課題の解決に向けて、
どのように活用し、発展させていく考えかを伺う。
答産業観光部長　これまで実施してきた中で得られた課
題や改善点、利用者や加盟店舗からの意見や要望、実際
に運用していく上での財政上のコストの検討など、地域
課題の解決に活用するに当たっては、十分な検討期間を
要する。こうした検討事項を踏まえ、より多くの人によ
り多くの店舗で利用してもらえるようにするとともに、
他の電子決済サービスのように利便性が高いサービスと
なるように改善を行っていく必要があると考えている。
質問地域経済の活性化

民間提案制度で官民連携を
川越志政会 樋 口 直 喜
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問厳しい財政状況の現在、効率的・効果的な事業展開を
していくために、民間企業が市に事業提案しやすい制度
を設け、官民連携をさらに推進すべきでは。
答総合政策部長　市の抱えるさまざまな地域課題・行政
課題が複雑化・多様化する中で、民間の持つ優れた技術
力や知識などを活用することにより、効率的かつ効果的
な事業展開が図れるものと考えられる。
　民間企業との連携を推進するため、他市の事例などを
参考としながら、官民連携の取り組みを進めていきたい
と考えている。

質問国県他市企業との連携

親権に伴う子の連れ去り
自由・参政・維新の会 柳 沢 貴 雄
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問こどもまんなか社会の実現を目指す中、こどもにとっ
て最善の利益を選択できているのか。こどもに会えなく
なった親へのサポートについて、市長の考えを伺いたい。
答市長　大人である我々が、こどもの人権を尊重し、こ
どもにとって最も善いことは何かを考え、判断し、行動
することが大切であり、ＤＶ相談の対応においても、こ
どもにとって最善の利益を実現する視点を持つことが重
要であると認識している。また、こどもに会えなくなっ
た親が一人でつらい思いを抱えないために、相談窓口の
周知に積極的に取り組み、市民に寄り添った支援に努め
ていくことが重要であると認識している。
質問親権に伴う子の連れ去り

市長のフェイスブック
無所属 ⼩ 林　 薫
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問市長は「川越市長川合よしあき」フェイスブックに私
の事を記載されたということを市民から聞いたが、何を
書いたのか、感情を込めて読み上げてくれ！
答市長　昨日、一般質問の２日目、小林薫議員の質問が
あった。例によって、質問よりも、独自の見解を述べる
発言がほとんどである。私文書である領収書を今議場で
提出しろとか、資料請求しているのであるから、応じな
いなら議会を止めて対応を求めることもできるのだとか、
情けない発言をしていた。小林議員は川越市議会の最長
老議員である。28年以上議会にいるのに、残念な人であ
る。
質問市長の政治姿勢　　　　　質問議場での発言

図書館施設の充実について
自由・参政・維新の会 加藤みなこ
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問図書館システムの現状を踏まえ、次期システム更新で
は、どのような方向性での導入を考えているか伺う。
答教育総務部長　図書館システムの更新に当たっては、
利用者からの意見等を踏まえ、利便性の向上や事務の効
率化など、機能面の充実を図るためのさまざまな観点を
考慮して選定する必要があると考えている。
　このため、利用者のニーズ
とデジタル化に対応した業者
のシステム開発の情報を適時
把握しながら、総合的に検討
していく。
質問図書館施設の充実

民生委員の今後について
川越志政会 倉 嶋 真 史
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問活動維持の負担軽減策としてタブレット端末導入等の
支援を検討できないか。
答福祉部長　タブレット端末の導入は、ＩＣＴの活用に
よりペーパーレス化やオンライン会議の開催を推進する
ものである。導入の効果として、民生委員間の情報共有
や意見交換の迅速化など、活動全般で負担軽減が図られ
る他、なり手不足の解消に効果が波及することも考えら
れる。一方、端末の購入や運用サポート体制、通信費の
コスト等の課題があり、今後、国や他市の動向等を注視
していく。なお、現在、希望する地区は、市に毎月提出
する活動報告をメールで行う取り組みを進めている。
質問民生委員の今後


